








































































































































































参与観察はX年 2月 21日からX＋ 1年 7月 8
日までの約 1年 6か月間行った。X年の年末まで
は利用者と信頼関係の形成に努め，録音はX＋ 1





























































































































と同じB-2 であり，これは IQが 51以上 75以下












































































話し合うことで，X＋ 1年 7月前半には 19時ま
でには帰宅するようになった。



















































































































表 3　 利用者毎に生起したニーズの分類（KJ 法の小グ
ループによる）
P Q R S 合計
障がいの程度 軽度 重度 軽度 重度
行動の拒否 2 2 3 1 8
会話の拒否 0 1 2 0 3
一人暮らしがしたい 3 0 0 0 3
実家に帰りたい 0 0 1 1 2
他の利用者とのいざこざ 0 1 0 1 2
自身の改善 0 1 1 0 2
金銭関係の改善 0 0 0 3 3
生活への改善（発言） 1 0 0 1 2
仕事への改善（発言） 1 0 0 1 2
休みたい要求 2 0 0 2 4
作業所への不満 3 0 0 0 3
他の利用者への発言 0 0 2 0 2
他の利用者への行動 0 0 1 1 2
生活への改善（行動） 1 0 1 2 4
金銭関係の改善（行動） 1 0 0 1 2
スタッフからの注意 0 2 0 3 5
日常会話 0 0 1 2 3
不安 1 0 1 0 2
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